
１ ． 蘚類

　 島根県は、 東部の安来市から 西部の益田市ま でのおよ そ2 0 0  

k mにわたる細長い本土部と 東経1 3 3 °・ 北緯3 5 °付近に浮かぶ隠

岐諸島から 成っ ている。 本土部分の南部には中国山地が連なっ て

おり 、 鳥取・ 広島・ 山口の各県と 接し ている 。 こ れら の山地には

豊かな山林が育っ ている 。 島根県の蘚苔植物についての総括し た

報告書は見当たら ないが、 西中国山地の植物に関する 学術報告

(1 9 6 6 )によ る と 、「 本地域に産する 蘚苔植物以上の植物は、 蘚類

2 0 0 余種・ 苔類1 0 0 余種・ シ ダ植物9 0 余種・ 裸子植物1 2 種• 被

子植物7 5 0 種である 。 こ れは広島・ 島根県下に産する 全植物数

の2 /5 ぐ ら いにあたる のではないかと 思われる」 と 記載さ れてい

る 。調査地域が標高3 5 0 m内外から 最高1 ,3 4 6 mの範囲であっ て、

低海抜の渓谷部には、 温帯性植物が多く 、 蘚類においても マゴケ

亜綱の多く の蘚類が群落を 形成し て生育し ている 。し かし ながら 、

こ れら の群落の中には、 暖帯系や亜高山系の蘚類が混在し ている

こ と が報告さ れている 。 例えば、フ ジハイ ゴケ、チャ ボスズゴケ、

コ セイ タ カ スギゴケなどの群落がみら れる。 また、 低海抜の渓谷

には、 暖帯系蘚類のソ リ シダレ ゴケ、 ムジナゴケ、 ナワゴケなど

が観察さ れている 。 そし てまた、 山頂付近には亜高山地帯に生育

し ている ク ロ ゴケが、 渓谷の森林内にはイ ワダレ ゴケ、 タ チハイ

ゴケ、 マキハヘチマゴケなどの群落が観察さ れている 。 また、 山

地の森林の林床には、 オオミ ミ ゴケの群落がみら れる 。 こ の種は

シキムヒ マラ ヤ、 台湾、 日本西南部の高山に飛び石的に分布し て

いる蘚類で、 亜高山帯でも 稀にみら れ、 中国地方では珍し い蘚類

である 。 ク ロ ゴケは県東部の標高9 5 0 mの岩上にも 生育し ている

こ と が報告さ れている 。 イ ワダレ ゴケは出雲部と 石見部の境目に

そびえる 三瓶山の原生林内の腐植土上にフ サゴケやフ ト リ ュ ウビ

ゴ ケと 共に大き い群落を 形成し ている 。 県内には平地から 標高

1 ,2 0 0 mま での間に強い酸性(pH 3 ー4 .5 )の多湿地が点在し て お

り 、 そこ には北周極要素のオオミ ズゴケ、 ハリ ミ ズゴケの2 種が、

また水のし み出る 岩壁面や岩棚には熱帯要素のホソ べリ ミ ズゴケ

が県下5 カ 所で観察さ れている 。 こ のホソ べリ ミ ズゴケは懸崖性

のミ ズゴケである。 また、 県内には渓谷や滝が多く みら れる が、

水し ぶき のかかる よ う な岩上にはク マノ ゴケが生育し ていると こ

ろ が数カ 所ある が、 量的にはき わめて少ない。 島根県は林業県で

も ある が植林さ れたスギ林のスギの切り 株上に生育し ているハイ

ゴケやト ヤマシノ ブゴケの中にウチワチョ ウジゴケが観察さ れる

こ と がある 。 こ の仲間は配偶体の葉や茎が退化し 、 胞子体だけが

生育する と いう まれなコ ケである。 県内には神社仏閣が多い。 石

垣上にはギボウシゴケ、 ヒ ジキゴケ、 ミ ノ ゴケなどが、 砂をひい

た地上にはヤマト フ デゴケ、 ヒ ョ ウタ ン ゴケ、 シモフ リ ゴケ、 ス

ナゴケ、 やや湿っ た地上にはト サカ ホウォ ウゴケ、 コ バノ チョ ウ

チンゴケ、 ツルチョ ウチン ゴケなどがみら れる 。 境内にはスギの

大木があり 、 その基部にはホソ バオキナゴケ、 カ ガミ ゴケなどが

群落を 作っ ている 。 山間部にある神社仏閣の石垣の隙間には、 エ

ビ ゴケ、 アブラ ゴケが日陰のやや湿っ た地上や腐葉土上にはヤノ

ネゴケ、 ヒ メ ハイ ゴ ケなど がみら れる 。 県内のある 古刹（ 寺院）

での蘚類調査によ る と 、 スギゴ ケ科3 属3 種、 ギボウシ ゴ ケ科3

属5 種、 ヒ ラ ゴ ケ科1 属3 種、 シ ノ ブ ゴ ケ科2 属3 種、 ア オギヌ ゴ

ケ科5 属8 種など2 1 科3 5 種5 1 種の生育が報告さ れて いる 。 こ の

古刹(寺院)での優占種を みる と 、 地上ではウマスギゴ ケ、 ク ロ ツ

リ バリ ゴケ、 アオシノ ブゴケ、 ト ヤマシノ ブゴケ、 ホソ バオキナ

ゴケ、 ハイ ゴケなど、 石垣や石灯籠の上ではギボウシゴケ、 ヒ ジ

キゴケ、 ネジク チゴケなどである 。

２ ． 苔類・ ツノ ゴケ類

　 県内産の苔類・ ツ ノ ゴケ類に関する 記録は島根県自然保護基本

調査・ 中間報告(1 9 7 2 )で 益田市高島の苔類・ ツ ノ ゴ ケ類1 6 種、

第3 3 回日本生物教育会全国大会記念誌「 島根の生物」 (1 9 7 8 )に

1 1 3 種、 大万木山の蘚苔類(その1 )(岡本、 1 9 7 5 )に2 0 種、「 日本

産苔類図鑑」 (井上、 1 9 7 4 、 1 9 7 6 )に3 0 種、「 島根県大百科事

典」 山陰中央新報社刊¢1 9 8 2 )に図解4 9 種、 同属種4 3 、 隠岐諸

島の苔類(井上、 1 9 8 5 )に7 2 種がある 。 こ れら 、 県内産の苔類・

ツ ノ ゴケ類については、「 島根県産のタ イ 類・ ツ ノ ゴケ類」 (下瀬、

2 0 1 1 )に、 まと めら れている 。

　 こ れに未発表の資料を 加えてまと めた県内産苔類は3 1 科5 6 属

1 5 2 種、 ツ ノ ゴ ケ類は2 科5 属7 種と な っ て いる 。 こ れは日本産

苔類の総種数の約1 /4 。 ツ ノ ゴケ類は約1 /2 にあたる 。 目種別に

し てみる と 、 ウロ コ ゴケ目1 1 7 種、 コ マチゴケ目1 種、 フ タ マタ

ゴケ目1 7 種、 ゼニゴケ目1 7 種と なっ ている 。 植物体の茎や葉の

区別が明瞭なウロ コ ゴケ目のコ ケが約8 割を 占めている 。 ツ ノ ゴ

ケ類7 種はツノ ゴケ目。

　 井上(1 9 8 5 )は隠岐諸島の苔類フ ロ ラ で特記すべき こ と と し て、

典型的な周極要素(寒地系)と 目さ れる も のが1 種も 含ま れていな

いこ と 、 また特異な点と し て、 県内の他地域では知ら れているゼ

ニゴケ属が隠岐諸島では完全に欠如し ているこ と が指摘さ れてい

る 。 ゼニゴケ属のコ ケはどの種も 鼓形の多細胞の無性芽を 作るこ

と はよく 知ら れている 。 こ の無性芽が履き 物などに付着し て運ば

れる 可能性は強い隠岐諸島である が、 どんな環境要因がゼニゴケ

の進入を 阻むのか興味深い課題である 。

　 コ ケ植物の分布に大き く 影響する のは、 気温や水分• 湿度であ

る こ と は高等植物と 同じ である が、 植物体が小さ いコ ケは微細な

気候的な条件にも 支配さ れやすいと いう 。 また、 コ ケは着生基物

に支配さ れ基物によ っ て着生する 苔類も 異なる 。 こ の地方に多い

ヒ メ ト サカ ゴケのよ う に岩上、 崖面、 樹幹、 朽木と 着生基物が多

様なも のも ある。

　 隠岐諸島の苔類は、 県内の他地区の低地や山地の苔類と 共通し

ている。 こ のこ と は沿岸部の常緑広葉樹林、 背後に中国山地の落

葉広葉樹林帯の山地を かかえている県東・ 中・ 西部地区の苔類に

大き い相違はないよ う に思える 。

　 県内産の苔類を 隠岐諸島に準じ て3 つの分布型にまと めてみる

と 次のよ う になる(こ の中には隠岐諸島の苔類も 含めてある )。

⑴　  東南アジアと の共通種（ こ の地域の種が分布域を北上さ せて、

県内にも 分布し ているグループ）

　 特に気温や湿度の影響を強く 受けている 種が多い。 こ のグルー

プ は国内で は、 最寒月の平均気温5 ℃の等温線よ り 南に東南ア

ジ アの苔類と 共通なも のが多いと いう 。 県内では沿岸部で浜田

5 .8 ℃、 益田5 .4 ℃で わずかに上回り 、 松江4 .2 ℃、 隠岐西郷は

4 .4 ℃でおよ ばない。 温度だけでみる と 県東部よ り 西部に東南ア

ジア系のコ ケが多いよ う に考える が、 苔類の分布に影響する 他の
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要因が働く 。 県内で最も 平均気温が高い高島(益田市沖)では、 ク

サリ ゴケ科のミ ヤジマヨ ウジョ ウゴケ、 ナガシタ バヨ ウジョ ウゴ

ケの生育が確認さ れている 。 こ れら は太平洋沿岸では前者が静岡

県まで、 後者は関東地方まで北上し てき ている 。 どち ら も 樹幹や

生葉に着生する 小さ な茎葉苔。

　 その他生葉上苔のカ ビ ゴケ、 フ ルノ コ ゴケ、 シゲリ ゴケ、 コ ム

チゴケ、 ヒ ラ キバヤスデゴケ、 シフ ネルゴケ、 ヤマト フ タ マタ ゴ

ケ、 ヤワラ ゼニゴケなど2 9 種。

⑵　  東アジアと の共通点（ 日本、 中国、 朝鮮半島、 ヒ マラ ヤなど

に分布を広げている グループ。 日本固有種も 含まれる。 )

ヒ メ ミ ノ リ ゴケ、 ムチゴケ、 ミ ヤコ ノ ケビ ラ ゴケ、 ト サノ ケク サ

リ ゴケ、 ケシゲリ ゴケ、 ク モノ スゴケ、 カ ン ハタ ケゴケ、 チジミ

カ ヤゴケ、 チャ ボマツバウロ コ ゴケ、 フ タ バネゼニゴケ、 ジン ガ

サゴケなど9 5 種。

⑶　 北半球の広分布種（ 温帯・ 冷温帯、 世界的分布も 含める )

　 ミ ド リ ゼニゴケ、 ウスバゼニゴケ、 ケゼニゴケ、 ホソ バミ ズゼ

ニゴケ、 チャ ボホラ ゴケモド キ、 フ ク ロ ヤバネゴケ、 タ マゴバム

チゴケ、 ト サカ ゴケ、 ヒ メ ト サカ ゴケ、 ホソ バコ オイ ゴケ、 ヒ メ

ハネゴケ、 エゾヒ メ ヤバネゴケなど2 8 種。

３ ．  日本の貴重なコ ケの森 観音滝 

（ 断魚渓・ 観音滝県立自然公園）

　 コ ケ植物の研究者や愛好家が集う 日本蘚苔類学会では、 希少種

や絶滅危惧種が生育する か、 ある いはコ ケ植物が景観的に重要な

位置を 占める 地域を 「 日本の貴重なコ ケの森」 と し て選定し てい

る 。 2 0 2 4 年には江津市の観音滝が3 2 番目のコ ケの森と し て日

本蘚苔類学会から 正式に認定さ れた。 中国地方では岡山県の羅生

門ド リ ーネ、 広島県の龍頭峡に次ぐ 3 番目のコ ケの森と なる 。 観

音滝は遊歩道が整備さ れ、 沢沿いの湿っ た岩上や土上、 樹幹上で

1 2 0 種余り のコ ケ植物が観察でき る 。

(下瀬　 敏・ 山口富美夫)

蘚苔類掲載種一覧 計1 1 種

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）
・ カ ビ ゴケ 計1 種

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）
・ ハリ ミ ズゴケ ・ ク マノ ゴケ 計2 種

準絶滅危惧（ N T ）
・ ウキウキゴケ（ ウキゴケ、カズノ ゴケ） ・ イ チョ ウウキゴケ ◇ケク ラ マゴケモド キ

・ オオミ ズゴケ ・ ホソ ベリ ミ ズゴケ ・ ク ロ ゴケ 計6 種

情報不足（ D D ）
・ ヤワラ ゼニゴケ ・ ホソ ク ラ マゴケモド キ 計2 種

【 記号説明】

・ ： カ テゴリ ー区分変更なし の種（ 1 0 種）

↑： 上位のカ テゴリ ー区分への変更種（ 0 種）

↓： 下位のカ テゴリ ー区分への変更種（ 0 種）

○： 新規掲載種（ 0 種）

◇： 情報不足から の変更種（ 1 種）

◆： 情報不足への変更種（ 0 種）

【 掲載順の準拠文献等】

　 片桐知之・ 古木達郎. 2 0 1 8 . 日本産タ イ 類・ ツノ ゴケ類チェ ッ ク リ スト , 2 0 1 8 . H a tto r ia  9 : 5 3 -1 0 2 .

　 井上侑哉・ 山口富美夫. 2 0 2 4 . 日本産セン 類の分類表. H ik ob ia  1 9 : 1 0 5 -1 2 4 .
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選定理由

　 渓流沿いのシダ植物や常緑樹の葉上など に生育する 小形の苔類であ

る。 湿度の高い林内に生育し 環境の変化を受けやすく 、 県内の生育地は

極めて限ら れている。

概　 　 要

　 植物体は葉を含めて長さ 5 －1 0 mm、幅0 .7 －1 mm、茎は基物上をはっ

て不規則に分枝する。 葉は長楕円形で長さ 0 .3 －0 .5 mm、幅0 .1 5 －0 .2 5  

mm、 基物に接する よ う に開出する。 植物体に独特な強い臭いがあり 、

カ ビゴケと 名付けら れている。 植物体は小形で肉眼で探し 出すこ と は難

し いが、 その匂いで存在に気づく こ と ができ る。 臭いの元は、 苔類の葉

細胞に含まれている油体であるが、 細胞が油体で満たさ れた眼点細胞が

カ ビゴケの葉には点在し ている。 ク サリ ゴケ科は熱帯を中心に世界に広

く 分布する種で、 苔類の中でも 多様性に富んだグループである。 国内に

も 2 2 属、 約1 3 0 種が分布し ている。 カ ビ ゴケを 含むカ ビ ゴケ属苔類は

国内に4 種が分布し 、 そのう ち 3 種は国内では南西諸島にのみ分布し て

いる。 カ ビゴケは世界の熱帯や亜熱帯に広く 分布し 、 国内では福島県以

南～南西諸島に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 こ れまで吉賀町（ 旧六日市町） でのみ知ら れていたが、 近年江津市で

も 確認さ れている 。照葉樹林内の湿度の高い林内および林縁部に生育し 、

常緑広葉樹、 シダ植物、 イ ヌ ガヤなどの針葉樹の葉、 時に竹の稈や看板

などの人工物にも 着生する。

存続を脅かす原因

　 森林伐採や自然災害による生育環境の乾燥化。

（ 執筆者： 山口　 富美夫）
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カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 山口富美夫

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

カ ビゴケ
ク ラ マゴケモド キ目・ ク サリ ゴケ科

Lep to le jeu n ea  e l l ip tica  ( Leh m . &  Lin d enb .)  Besch .

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 北半球に広く 分布する 種ではある が、 中国地方では島根県、 鳥取県、

山口県の数か所で記録さ れているのみで、 生育地は限ら れている。

概　 　 要

　 植物体は淡緑色、 乾燥する と 植物体は白く なる 。 植物体の長さ は5 －

2 5 cmにも なる 大形の蘚類である。 県外では中間湿原や高層湿原の池塘

や地下水位の高い湿っ た場所に生育するこ と が多いが、 県内ではため池

の水際で水中に没するよう に生育し ている。 県内に生育するオオミ ズゴ

ケでは茎葉の先は丸く なるのに対し 、 本種では鋭頭になり 、 枝葉はオオ

ミ ズゴケでは楕円形になるのに対し 、 本種は長卵形で先が細長く と がる

など の違いがある。 また、 オオミ ズゴケは池の水際から 離れた湿地や、

林縁の地下水がし み出ている地上に群落をつく るこ と が多く 、 本種のよ

う に沈水し て生育するこ と はほと んどない。 北半球に広く 分布し 、 国内

では北海道－九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 こ れまでに松江市（ 旧岩坂村）、 江津市で確認さ れている。 松江市で

は1 9 6 0 年代まで生育の報告がある が、 現在は道路工事によ り 記録さ れ

ていた生育地が消失し ている。 また江津市では2 0 1 1 年までは確認さ れ

ていたが、 2 0 2 3 年の調査では確認でき なかっ た。 江津市の生育地では

湿地が乾燥化し て遷移が進み、維管束植物が繁茂し たためと 考えら れる。

本種はため池周辺の湿地にオオミ ズゴケなどと と も に生育するが、 ため

池の整備や開発、 遷移などにより 生育地が失われつつある 。

存続を脅かす原因

　 土地造成、 道路工事、 遷移などによ る生育地の消失。

（ 執筆者： 山口　 富美夫）

●参考文献

岩月善之助編（ 2 0 0 1 ） 日本の野生植物-コ ケ-. 3 5 5 pp . 平凡社, 東京.
西田雄行（ 1 9 6 4 ） 島根県の蘚類(I). 島根大学教育学部付属中学校研究紀要, 7 : 4 0 -4 6 .
島根県環境生活部自然環境課（ 2 0 1 3 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 3 植物編 -島根県の絶滅のおそれのある 野生生物-. 2 5 4 pp . 島根県環境生活部自然環境課, 松江.
滝田謙譲（ 1 9 9 9 ） 北海道における ミ ズゴケの分布及びその変異について. M iy a bea  4 : 1 -8 4 .
内田慎治・ 関太郎（ 2 0 2 3 ） 島根県江津市付近の興味ある コ ケ植物. 蘚苔類研究, 1 2 (1 1 ): 2 9 1 .

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

－

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ハリ ミ ズゴケ
ミ ズゴケ目・ ミ ズゴケ科

Sp h ag n u m  cu sp id a tu m  Eh rh . ex H o ffm .

ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
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選定理由

　 自然度の高い林内の渓流中ある いは渓流沿いの岩上に生育する。 県内

では生育地は限ら れており 、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 茎は短く 、 葉を 密につける。 葉は長さ 6 －1 2 mm、 やや幅広く なっ た

基部から ひも 状にのび、 乾く と ゆるく 内側に巻く 。 葉基部以外では、 葉

の中肋は葉身の大部分を 占め、 横断面で見る と 1 細胞層の部分がなく 、

全体が歪んだ長楕円形になる。 国内では本州～南西諸島、 国外では朝鮮

半島、 中国、 フ ィ リ ピンに分布し ている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 こ れまでに県内の数か所で知ら れている が、 2 0 2 3 年の調査では雲南

市で確認でき た。 本種はやや急な流れをも つ渓流で、 水し ぶき がかかる

よう な岩上に生育する。全国的に見れば生育地はそれほど稀ではないが、

県内では生育が可能な渓流が限ら れている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 渓流域の開発、 大雨などの自然災害。

（ 執筆者： 山口　 富美夫）

●参考文献

岩月善之助編（ 2 0 0 1 ） 日本の野生植物-コ ケ-. 3 5 5 pp . 平凡社, 東京.
島根県環境生活部自然環境課（ 2 0 1 3 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 3 植物編 -島根県の絶滅のおそれのある 野生生物-. 2 5 4 pp . 島根県環境生活部自然環境課, 松江.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

情報不足（ D D ）撮影者（ 提供者）： 山口富美夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ク マノ ゴケ
イ ク ビゴケ目・ イ ク ビゴケ科

D ip h ysciu m  lo rif o l iu m  ( Cardo t)  M agom bo

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 湧き 水のよ う なき れいな水の中に浮遊するよう に生育する。 生育地は

限ら れており 、 開発などのために全国的に減少し つつある。

概　 　 要

　 改訂し ま ねレ ッ ド データ ブ ッ ク 2 0 1 3 植物編で は、 和名を「 ウキゴ

ケ」 と し ていた。 し かし 、 従来ウキゴケと 呼んでいた苔類には複数の種

が含まれている こ と が明ら かになっ た。 そのため古木(2 0 2 0 )は、 真の

Ricc ia  fl u ita nsの和名を ウキウキゴケに改めた。 葉状体は糸状で淡緑

色、 長さ 1 －5 cm、 幅0 .5 －1 .2 mm。 イ チョ ウウキゴケと 同じ ウキゴケ

科に属し ている が、イ チョ ウウキゴケのよう に水面に浮かぶこ と はなく 、

水中で浮遊する よう に生育する。 世界に広く 分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 こ れまでに県内の数か所で報告さ れている。 湧き 水が流れる水路中に

生育する。

（ 執筆者： 山口　 富美夫）

●参考文献

古木達郎（ 2 0 2 0 ） 新・ コ ケ百選 第2 1 回ウキゴケ科. 蘚苔類研究, 1 2 (4 ): 1 0 6 -1 1 7 .
岩月善之助編（ 2 0 0 1 ） 日本の野生植物-コ ケ-. 3 5 5 pp . 平凡社, 東京.
島根県環境生活部自然環境課（ 2 0 1 3 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 3 植物編 -島根県の絶滅のおそれのある 野生生物-. 2 5 4 pp . 島根県環境生活部自然環境課, 松江.

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

－

準絶滅危惧（ N T ）

ウキウキゴケ（ ウキゴケ，カ ズノ ゴケ）
ゼニゴケ目・ ウキゴケ科

Riccia  f lu itan s L.

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 かつては水田やため池などで普通に見ら れたが、 近年急速に減少し て

いる。

概　 　 要

　 植物体は葉状で長さ 1 －1 .5 cm、 幅0 .4 －0 .8 cm、 二叉状に分枝し て

イ チョ ウの葉のよう な形になる。 葉状体の裏面には紫色で長いリ ボン状

の腹鱗片を つける。 その形と 水面に浮遊する よ う に生育する こ と から、

野外でも 見つけやすい苔類である 。 世界に広く 分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 生育量は激減し ているが、 稲刈り 後の水田の湿っ た土上を丹念に探せ

ば見つけ出せるこ と が多い。 おそら く 、 県内全域に分布し ていると 推定

さ れる。 ため池などの水面で浮遊する 群落を見かけるこ と も あるが、 多

く は水の張っ た水田に浮遊し て生育し 、 稲刈り 後は湿っ た粘土質の土上

に張り 付く よう に生育する。

存続を脅かす原因

　 農薬の過剰散布。 稲作農法の変化。

（ 執筆者： 山口　 富美夫）
●参考文献

岩月善之助編（ 2 0 0 1 ） 日本の野生植物-コ ケ-. 3 5 5 pp . 平凡社, 東京.
島根県環境生活部自然環境課（ 2 0 1 3 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 3 植物編 -島根県の絶滅のおそれのある 野生生物-. 2 5 4 pp . 島根県環境生活部自然環境課, 松江.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 山口富美夫

準絶滅危惧（ N T ）

イ チョ ウウキゴケ
ゼニゴケ目・ ウキゴケ科

Riccio ca rp o s n a ta n s  ( L.)  Co rda

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内では生育地が限ら れており 、 生育量も 少ない。

概　 　 要

　 植物体は黒味を おびた緑色で、 長さ 3 －4 cm、 不規則に羽状に分枝す

る。 葉は密に重なり 合っ てつき 、 葉先は腹側に巻く 。 中国山地に生育す

るニスビキカ ヤゴケに似ているが、 腹葉が広い舌形で基部がやや狭く な

るこ と で区別さ れる。 国内では北海道、 本州に、 国外では朝鮮半島、 サ

ハリ ン、 アリ ュ ーシャ ン列島に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 山地のブナ帯よ り 上部の樹林内で樹幹上に着生する。 県内では恐羅漢

山周辺での報告があるが、 2 0 2 3 年の調査では大田市で確認さ れた。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 自然災害。

（ 執筆者： 山口　 富美夫）

●参考文献

井上浩（ 1 9 7 6 ） 続・ 日本産苔類図鑑. 1 9 3 pp . 築地書館, 東京.
岩月善之助編（ 2 0 0 1 ） 日本の野生植物-コ ケ-. 3 5 5 pp . 平凡社, 東京.
島根県環境生活部自然環境課（ 2 0 1 3 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 3 植物編 -島根県の絶滅のおそれのある 野生生物-. 2 5 4 pp . 島根県環境生活部自然環境課, 松江.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 山口富美夫

準絶滅危惧（ N T ）

ケク ラ マゴケモド キ
ク ラ マゴケモド キ目・ ク ラ マゴケモド キ科

Po re l la  f a u rie i ( Step h .)  S.Hatt.

ー
情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 県内では数か所で確認さ れている が、 道沿いに生育する こ と も 多く 、

踏圧や採取によっ て生育地の減少が懸念さ れる。

概　 　 要

　 植物体は立ち 上がる よ う に生育し 、 高さ は8 －1 5 cm、 黄緑色－淡緑

色の群落を つく る。乾燥すると 植物体は白く なる。茎葉は舌形で長さ 2 .0

－2 .4 mm、 葉先は丸く なっ てさ さ く れる。 枝葉は長さ 1 .5 －2 mm、 広

楕円形でボート 状に深く く ぼむ。 ミ ズゴケ類の多く は高層湿原に生育す

るが、 本種は常に水が供給さ れるよう な湿地であれば、 人が往来するよ

う な道沿いでも 大き な群落をつく っ て生育するこ と も ある。 世界に広く

分布する種で、 国内で北海道－九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 こ れまでに江津市、 益田市、 浜田市、 松江市、 奥出雲町で確認さ れて

いる。 ため池の周辺や地下水が浸み出ているよう な林縁部の湿地などに

群落を形成する。

存続を脅かす原因

　 園芸目的の採取、 人の踏圧。

（ 執筆者： 山口　 富美夫）

●参考文献

岩月善之助編（ 2 0 0 1 ） 日本の野生植物-コ ケ-. 3 5 5 pp . 平凡社, 東京.
西田雄行（ 1 9 6 4 ） 島根県の蘚類(I). 島根大学教育学部付属中学校研究紀要, 7 : 4 0 -4 6 .
島根県環境生活部自然環境課（ 2 0 1 3 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 3 植物編 -島根県の絶滅のおそれのある 野生生物-. 2 5 4 pp . 島根県環境生活部自然環境課, 松江.
滝田謙譲（ 1 9 9 9 ） 北海道における ミ ズゴケの分布及びその変異について. M iy a bea  4 : 1 -8 4 .
内田慎治・ 関太郎（ 2 0 2 3 ） 島根県江津市付近の興味ある コ ケ植物. 蘚苔類研究, 1 2 (1 1 ): 2 9 1 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 山口富美夫

準絶滅危惧（ N T ）

オオミ ズゴケ
ミ ズゴケ目・ ミ ズゴケ科

Sp h ag n u m  p a lu stre  L.

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内では生育地がごく 限ら れており 、 生育量も 少ない。

概　 　 要

　 多く のミ ズゴ ケ類は湿地や池の水際など に生育する が、 本種は湿っ

た岸壁上に生育する 懸崖性のミ ズゴ ケ類で ある 。 茎の長さ は1 0 －1 5  

cm、 茎葉は二等辺三角形で長さ 1 .2 －1 .6 mm、 枝葉は披針形で長さ 約

2 .5 mm、 上部は内曲し て細く なる。 国内では本州－九州に、 国外では

中国大陸、 ヒ マラ ヤに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 2 0 2 4 年の調査では江津市で確認し ている。 奥出雲町（ 旧仁多町） で

も 報告がある が、 現在その生育地は立入禁止と なっ ていて確認で き な

かっ た。 その他、 広島大学植物標本庫には吉賀町（ 旧朝倉村） で1 9 5 0

年代に採集さ れた標本があり 、 隠岐諸島から も 報告さ れている。 いずれ

も 林内を流れる渓流沿いで、 水がし み出ている湿っ た岸壁上に群落を形

成する。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 道路工事、 自然災害。

（ 執筆者： 山口　 富美夫）
●参考文献

岩月善之助編（ 2 0 0 1 ） 日本の野生植物-コ ケ-. 3 5 5 pp . 平凡社, 東京.
西田雄行（ 1 9 6 4 ） 島根県の蘚類(I). 島根大学教育学部付属中学校研究紀要, 7 : 4 0 -4 6 .
島根県環境生活部自然環境課（ 2 0 1 3 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 3 植物編 -島根県の絶滅のおそれのある 野生生物-. 2 5 4 pp . 島根県環境生活部自然環境課, 松江.
滝田謙譲（ 1 9 9 9 ） 北海道における ミ ズゴケの分布及びその変異について. M iy a bea  4 : 1 -8 4 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 山口富美夫

準絶滅危惧（ N T ）

ホソ ベリ ミ ズゴケ
ミ ズゴケ目・ ミ ズゴケ科

Sp h ag n u m  ju n g h u h n ian u m  Dozy &  M o lk.

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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類
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選定理由

　 高地の日当たり のより 岩上に生育するが、 県内での生育地はき わめて

少ない。

概　 　 要

　 植物体は小形で全体が黒赤色、 茎は直立し 高さ 1 －2 cm、 わずかに分

枝する。 葉は茎に密につき 、 卵状長楕円形で長さ 0 .6 －0 .8 mm、 中肋を

欠く 。 胞子体は茎の先端に付き 、 蒴は卵状楕円形、 蒴の上端部をのぞい

て4 裂し て胞子を と ばす。 胞子を 放出し た後の蒴は、 あんどんのよ う な

形になる。国内では北海道－九州に、国外では中国、朝鮮半島に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 こ れま で に県内の山地の数か所から 報告さ れて いる。 標高約8 0 0 ｍ

以上で日当たり のよい山頂域や尾根部など乾いた岩上に生育する。

存続を脅かす原因

　 登山者による踏み付け。

（ 執筆者： 山口　 富美夫）
●参考文献

岩月善之助編（ 2 0 0 1 ） 日本の野生植物-コ ケ-. 3 5 5 pp . 平凡社, 東京.
島根県環境生活部自然環境課（ 2 0 1 3 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 3 植物編 -島根県の絶滅のおそれのある 野生生物-. 2 5 4 pp . 島根県環境生活部自然環境課, 松江.

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

－

準絶滅危惧（ N T ）

ク ロゴケ
ク ロゴケ目・ ク ロゴケ科

An d rea ea  ru p estris  H edw . var. f a u rie i  ( Besch .)  Takaki

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内では過去の記録はあるが、 近年は確認さ れていない。 全国的にも

稀な種である 。

概　 　 要

　 葉状体はみずみずし い緑色で、 長さ 2 －4 cm、 幅5 －8 mm、 二叉状に

分枝する。 葉状体内には油体を多く 含む油細胞が散在し 、 葉状体を透か

し てルーペで見ると 、 淡褐色の油細胞が点々と 見える 。 雌雄同株。 ほと

んど無柄の雄托胞のすぐ 先に円盤状の雌器托をつける 。 国内では関東以

南の本州－南西諸島、 国外では東アジア、 ヒ マラ ヤ、 ジャ ワ、 イ ン ド 、

ハワイ に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 広島大学植物標本庫には1 9 3 0 年代に松江市で 採集さ れた標本があ

る。 耕作地や人家周辺の富栄養な湿っ た土上、 側溝のコ ン ク リ ート 壁上

などに生育する。

存続を脅かす原因

　 生育環境の変化。

（ 執筆者： 山口　 富美夫）

N o  Im ag e

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）

情報不足（ D D ）

ヤワラ ゼニゴケ
ゼニゴケ目・ ヤワラ ゼニゴケ科

M on o so le n iu m  ten eru m  Grif f .

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

井上浩（ 1 9 7 6 ） 続・ 日本産苔類図鑑. 1 9 3 pp . 築地書館, 東京.
岩月善之助編（ 2 0 0 1 ） 日本の野生植物-コ ケ-. 3 5 5 pp . 平凡社, 東京.
島根県環境生活部自然環境課（ 2 0 1 3 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 3 植物編 -島根県の絶滅のおそれのある 野生生物-. 2 5 4 pp . 島根県環境生活部自然環境課, 松江.

選定理由

　 ブナ帯以上の石灰岩地に生育するが、過去に出雲市で確認さ れて以来、

生育状況は不明と なっ ている。

概　 　 要

　 ケク ラ マゴケやク ラ マゴケモド キに似ているが、 葉と 腹葉の縁に歯が

ないこ と で区別さ れる。 国内では北海道－九州、 国外では朝鮮半島、 樺

太に分布する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 出雲市以外の生育の記録はない。 ブナ帯以上の石灰岩地の岩上や樹上

に生育する。

存続を脅かす原因

　 不明。

（ 執筆者： 山口　 富美夫）

N o  Im ag e

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

－

情報不足（ D D ）

ホソ ク ラ マゴケモド キ
ク ラ マゴケモド キ目・ ク ラ マゴケモド キ科

Po re l la  g raci l l im a  M itt.

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

岩月善之助・ 水谷正美（ 1 9 7 2 ） 現職日本蘚苔類図鑑. 4 0 5 pp . 保育社, 東京.
島根県環境生活部自然環境課（ 2 0 1 3 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 3 植物編 -島根県の絶滅のおそれのある 野生生物-. 2 5 4 pp . 島根県環境生活部自然環境課, 松江.

蘚
苔
類

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

625625



蘚
苔
類

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

626626


